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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 15,852 8.0 4,198 12.0 3,983 5.1 2,931 13.2

28年３月期第３四半期 14,678 △0.4 3,748 5.7 3,790 2.5 2,589 3.6
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 1,741百万円(△20.3％) 28年３月期第３四半期 2,185百万円(△24.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 418.81 －

28年３月期第３四半期 367.14 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 23,232 16,276 69.7

28年３月期 22,208 15,704 70.4
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 16,195百万円 28年３月期 15,625百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 60.00 － 60.00 120.00

29年３月期 － 60.00 －

29年３月期(予想) 70.00 130.00
(注)１. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

２．平成28年３月期 第２四半期末配当金の内訳 普通配当 50円00銭 記念配当 10円00銭
平成28年３月期 期末配当金の内訳 普通配当 50円00銭 記念配当 10円00銭

　
　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,500 3.4 5,400 10.1 5,400 9.6 3,900 14.3 558.03
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(３)会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご参照ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 7,054,800株 28年３月期 7,054,800株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 100,521株 28年３月期 466株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 7,000,131株 28年３月期３Ｑ 7,054,334株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、2016年11月以降、米国トランプ政権に対する期待から、米国

や欧州などの先進国を中心に緩やかな景気の回復が続いています。また、中国では小型車減税による自動車販売

が好調であることに加え、公共部門における投資拡大が下支えしたことで、景気減速に一服感がみられました。

日本経済におきましては、政府による経済政策を背景に、緩やかな回復基調が続いています。一方で、米国の保

護主義的な通商政策次第では、世界経済全体に下振れのリスクがあり、先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

このような状況のもと、当社グループの業績は、海外における薬品の販売が順調に推移したこととプラズマ装

置の販売が好調だったことに加え、国内では太陽光発電設備の販売も順調に推移したことにより、売上高は

15,852百万円（前年同期比8.0％増）となりました。この結果、営業利益は4,198百万円（前年同期比12.0％

増）、経常利益は3,983百万円（前年同期比5.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,931百万円（前

年同期比13.2％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変

更しており、当第３四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後のセグメント区分に基づいております。詳細

は、「３．四半期連結財務諸表（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」に記載のと

おりであります。

　

（薬品事業）

薬品事業におきましては、中国系スマートフォン向けに需要が底堅く堅調に推移したことに加え、ハイエンド

スマートフォンの新機種向けの需要が高まったことにより、中国、台湾、韓国におけるプリント配線板用めっき

薬品の販売が順調に推移しました。また、中国においては小型車減税による自動車の需要が増加したことで、自

動車部品用めっき薬品販売は堅調に推移しました。一方で、円高の影響を強く受けた結果、、売上高は12,315百

万円（前年同期比3.8％減）、セグメント利益は4,581百万円（前年同期比0.2％減）となりました。

　

（装置事業）

装置事業の受注高は、日本及び海外において大型めっき装置の受注を獲得したことにより、1,835百万円（前

年同期比124.0％増）と大幅に増加しました。売上高は、手持ちの工事契約が順調に進捗し1,976百万円（前年同

期比49.3％増）となりました。この結果、セグメント利益は171百万円（前年同期比315.7％増）となりました。

　

（新規事業）

新規事業の受注高は、プラズマ装置の受注が順調に推移したものの、前年同期に受注した太陽光発電設備のよ

うな大型物件の受注がなかったため、528百万円（前年同期比44.9％減）となりました。売上高は、プラズマ装

置の販売と手持ちの太陽光発電設備の工事契約が順調に推移したことにより、1,561百万円（前年同期比185.6％

増）となりました。この結果、セグメント利益は51百万円（前年同期はセグメント損失138百万円）となりまし

た。

　

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,024百万円（4.6％）増加し、23,232百

万円となりました。

流動資産は、主に現金及び預金や、受取手形及び売掛金の増加により795百万円（5.0％）増加し、16,667百万

円となりました。

固定資産は、主に株式の取得による投資有価証券の増加により228百万円（3.6％）増加し、6,564百万円とな

りました。
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（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ452百万円（7.0％）増加し、6,956百万

円となりました。

流動負債は、主に電子記録債務の増加により185百万円（4.0％）増加し、4,812百万円となりました。

固定負債は、主に新規借入による長期借入金の増加により267百万円（14.2％）増加し、2,144百万円となりま

した。

　

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、円高の影響による為替換算調整勘定の減少や配当金支払の一

方、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ571百万円（3.6％）増加し、

16,276百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成28年11月２日に公表した通期業績予想を以下の

とおり修正いたしました。

平成29年３月期通期連結業績予想

　 売上高 営業利益 経常利益

親会社株式に

帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

　 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 20,300 4,850 4,550 3,250 465.03

今回修正予想（Ｂ） 20,500 5,400 5,400 3,900 558.03

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 200 550 850 650

増 減 率 （ ％ ） 1.0 11.3 18.7 20.0

（ご参考）前期実績
（平成28年３月期）

19,818 4,906 4,926 3,410 483.51

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業

績は今後の経済情勢等の要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,543,845 8,215,610

受取手形及び売掛金 5,814,147 6,242,374

商品及び製品 997,214 1,023,902

仕掛品 199,595 179,448

原材料及び貯蔵品 363,302 372,235

繰延税金資産 422,705 315,140

その他 753,976 495,823

貸倒引当金 △222,263 △176,546

流動資産合計 15,872,524 16,667,988

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,087,484 2,056,787

機械装置及び運搬具（純額） 679,019 617,956

工具、器具及び備品（純額） 455,785 500,274

土地 522,824 522,824

リース資産（純額） 128,726 116,168

建設仮勘定 214,841 72,074

有形固定資産合計 4,088,681 3,886,084

無形固定資産

のれん 13,631 7,000

その他 76,410 61,273

無形固定資産合計 90,042 68,273

投資その他の資産

投資有価証券 1,635,542 2,044,024

繰延税金資産 123,049 175,902

その他 398,367 390,196

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,156,959 2,610,123

固定資産合計 6,335,682 6,564,481

資産合計 22,208,207 23,232,469
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,357,696 1,158,006

電子記録債務 623,851 1,619,331

短期借入金 114,596 90,904

1年内返済予定の長期借入金 468,963 434,479

リース債務 21,051 21,916

未払法人税等 592,728 400,348

賞与引当金 312,853 221,384

工事損失引当金 13,962 13,962

前受金 153,401 31,124

繰延税金負債 22,978 39,107

その他 944,609 781,550

流動負債合計 4,626,692 4,812,116

固定負債

長期借入金 541,731 745,837

リース債務 144,413 129,959

退職給付に係る負債 897,539 1,005,263

資産除去債務 211,109 212,121

その他 82,214 51,155

固定負債合計 1,877,008 2,144,337

負債合計 6,503,700 6,956,454

純資産の部

株主資本

資本金 1,176,255 1,176,255

資本剰余金 1,129,933 1,124,592

利益剰余金 12,148,967 14,240,183

自己株式 △714 △320,931

株主資本合計 14,454,442 16,220,099

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 147,448 250,756

為替換算調整勘定 1,023,352 △274,874

その他の包括利益累計額合計 1,170,800 △24,118

非支配株主持分 79,263 80,034

純資産合計 15,704,507 16,276,015

負債純資産合計 22,208,207 23,232,469
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 14,678,003 15,852,961

売上原価 5,526,161 6,598,055

売上総利益 9,151,842 9,254,905

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,714,992 1,678,891

賞与 497,317 490,595

退職給付費用 102,728 94,629

減価償却費 237,967 268,258

貸倒引当金繰入額 20,686 373

その他 2,829,425 2,523,867

販売費及び一般管理費合計 5,403,117 5,056,615

営業利益 3,748,724 4,198,289

営業外収益

受取利息 16,958 17,503

受取配当金 27,121 29,277

持分法による投資利益 － 14,954

助成金収入 18,547 213

受取家賃 17,962 9,297

その他 6,563 11,190

営業外収益合計 87,153 82,436

営業外費用

支払利息 17,222 12,504

為替差損 25,150 270,698

持分法による投資損失 143 －

その他 2,795 13,628

営業外費用合計 45,312 296,832

経常利益 3,790,566 3,983,894

特別利益

固定資産売却益 4,252 88

受取保険金 － 20,014

特別利益合計 4,252 20,102

特別損失

固定資産売却損 153 543

固定資産除却損 7,564 9,941

減損損失 － 24,954

事業整理損 － 17,731

特別損失合計 7,718 53,170

税金等調整前四半期純利益 3,787,100 3,950,826

法人税、住民税及び事業税 898,948 978,748

法人税等調整額 274,727 13,532

法人税等合計 1,173,675 992,280

四半期純利益 2,613,425 2,958,545

非支配株主に帰属する四半期純利益 23,506 26,811

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,589,918 2,931,734
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 2,613,425 2,958,545

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △39,960 103,307

為替換算調整勘定 △388,208 △1,278,427

持分法適用会社に対する持分相当額 － △41,971

その他の包括利益合計 △428,168 △1,217,091

四半期包括利益 2,185,256 1,741,453

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,170,423 1,736,814

非支配株主に係る四半期包括利益 14,833 4,638
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

株主資本の金額は、前連結会計年度末に比して著しい変動がないため、記載を省略しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

薬品事業 装置事業 新規事業 計

売上高

外部顧客への売上高 12,807,181 1,323,931 546,890 14,678,003 － 14,678,003

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 381 381 △381 －

計 12,807,181 1,323,931 547,271 14,678,384 △381 14,678,003

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

4,592,724 41,255 △138,926 4,495,053 △746,328 3,748,724

(注) １．調整額の内容は次のとおりであります。

セグメント利益 (単位：千円)

当第３四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 4,767

全社費用※ △751,095

合計 △746,328

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行ってお

ります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

薬品事業 装置事業 新規事業 計

売上高

外部顧客への売上高 12,315,091 1,976,163 1,561,705 15,852,961 － 15,852,961

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 12,315,091 1,976,163 1,561,705 15,852,961 － 15,852,961

セグメント利益 4,581,867 171,491 51,173 4,804,531 △606,241 4,198,289

(注) １．調整額の内容は次のとおりであります。

セグメント利益 (単位：千円)

当第３四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 3,157

全社費用※ △609,399

合計 △606,241

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

固定資産の減損損失24百万円は遊休資産にかかるものであり、報告セグメントに配分しておりません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、組織変更に伴い、従来「新規事業」に含まれていた貴金属めっき薬品及

び新機能コーティング材について「薬品事業」へ含めて表示しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを

記載しております。

また、会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却

の方法を同様に変更しております。

なお、当該変更による当第３四半期連結累計期間への影響は軽微であります。
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